
「第 3 回 英語でニッポンを語ろう！コンテスト in 川越」結果報告 
2018 年 7 月 25 日「英語の通じる街」実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 実施概要： 

日時：2018 年 7 月 8 日（日）13 時〜16 時 

場所：ウェスタ川越 大ホール 

後援：観光庁、埼玉県、川越市、川越商工会議所、小江戸川越観光協会、川越市教育委員

会、朝日新聞西埼玉支局、読売新聞さいたま支局、産経新聞さいたま総局、毎日新聞さい

たま支局、東京新聞さいたま支局、テレ玉 

協力：東日本旅客鉄道(株)大宮支社、西武鉄道(株)、東武鉄道(株)、西武バス(株)、東武バス

ウエスト(株)、(株)まちづくり川越、東洋大学川越キャンパス、尚美学園大学、山村

学園高等学校、イーグルバス(株)、(株)エスプリライン、埼玉縣信用金庫、三光物産

(株) 、(株)日本アポック 

審査員：金子廣行氏（上智大学大学院博士課程修了・元大東文化大学講師） 

    Zane Ritchie 氏（城西大学現代政策学部准教授） 

Annelise Marshall 氏（東京国際大学 Global Teaching Institute 語学専任講師） 

大谷治子氏（株式会社エスプリライン専務取締役） 

ご来賓：川越市長 川合善明氏 

小江戸川越観光協会 会長 粂原恒久氏 

川越商工会議所 専務理事 竹澤穣治氏 



■出場者：47 組が応募、映像審査を経て 19 組が本選へ。 

埼玉県を中心に、東京都、群馬県、愛知県から出場。 

小学生部門：4 組 

・ 小学 2 年生から出場。川越市内の小学校のほか、埼玉県内近郊の市立小学校、さいた

ま市にある私立開智学園小学校からは団体で出場。 

学生部門（中学生〜高校生）：4 組 

・ 中学校 1 年生から高校 3 年生まで出場。 

一般部門（18 歳以上）：5 組 

・ 大学生、会社員等 

商業・サービス部門：4 組 

・ 市内の鉄道会社の職員、銀行員、不動産会社の社員、英語の落語パフォーマー等 

English Master 部門：2 組 

・ 海外留学経験のある観光案内会社の社員、主婦等 

 

■ 来場者：計 410 名（観覧者数 351 名 登壇関係者ほか数 59 名） 

 

■ 協賛：92 社 

 

■ プログラム： 

時間 内容 

13：00 オープニング ・MC によるショートトークと挨拶 

・来賓ごあいさつ 川越市長川合善明氏 

・「英語の通じる街」実行委員会 大谷登より挨拶 

・審査員ご紹介 

13：15 学生部門発表 4 組（中学生～高校生） 

13：34 一般部門発表 5 組（18 歳以上） 

13：57 小学生部門発表 4 組 

16：16 商業・サービス部門発表 4 組 

16：35 English Master 部門発表 2 組 

15：46 休憩  

15：05 アクティビティ 

    ヒッポファミリークラブ 

国際交流の体験談と会場の皆さんと一緒に行うじゃんけんゲ

ームのアクティビティ 

15：18 川越市オリンピック大会室 2020 年東京大会の概要と取り組みについて 

15：29 表彰式 表彰、審査委員長金子廣行氏によるコメント 

15：54 エンディング 来賓・小江戸川越観光協会会長 粂原恒久氏よりご感想 

コンテスト実行委員長：谷島賢より挨拶 

 

16：00 終了 記念撮影 



■表彰 

●最優秀賞：喜餅さん（愛知県半田市 商業・サービス部門） 賞金 10 万円 

「RAKUGO the Magic（落語ザ・マジック）」 

子どもの頃から魔法使いになりたかった喜餅さん。その夢

が 2010 年に叶ったそうです！「落語」を通して魔法の技術

を獲得し、それを披露してくれました。現在はアメリカで、

日本の伝統芸能を、英語で「落語」を通して紹介している

そう。「落語はマジックなんです！」と語ります。 

 

● 学生部門・部門賞： 

栗原 りなさん（洗足学園中学校 1 年生 東京都渋谷区） 賞金 3 万円 

「Amazing Japanese Traditional Crafts（素晴らしい日本の伝統工芸品）」 

走ることが大好きで生活の一部となっている栗原さん。靴

紐の結び方を変えることで走ることが楽しくなるそうです。 

組紐は編み物文化の代表で、千年以上もの間、装飾品など

様々な使われ方をしてきました。それは現代にも引き継が

れ、ブレスレットやストラップ、靴紐として生き続けてい

ることをスライドとともに紹介してくれました。 

 

● 一般部門・部門賞： 

宮下 ひなのさん（埼玉女子短期大学 群馬県富岡市） 賞金 3 万円 

「Japanese Kindness（日本人の親切心）」 

日本人ってどんな人かを外国の方たちに聞いてみると「日

本人はとても礼儀正しくて親切」と答えてくれます。日本

人の親切心に触れられる場所は、エスカレーターやお手洗

といった例を出しながら、日本人から感じられる親切心に

よって日本が世界で一番親切でおもてなしの国として認知

してもらえることが目標、と語ってくれました。 

 

● 商業・サービス部門優秀賞： 

JR 川越駅 天野翔さん、池田康成さん（埼玉県川越市） 賞金 3 万円 

「The Work of JR Kawagoe Staff（JR 川越駅の仕事）」 

「駅員の仕事」というと、「列車を安全に運行すること」「切

符の販売や確認」など様々。「指差確認」の実演を交えなが

ら、日本の鉄道の安全性を紹介したり、日本と海外での交

通事情の違いについても笑いを取りながら紹介くれました。 



●想いが伝わったで賞（外国人ボランティアが投票に参加）： 

加藤 緩凪さん（埼玉県立岩槻高等学校 2 年生 埼玉県さいたま市 学生部門） 賞金 1 万円 

「Instagrammable Japan（インスタ映えする日本）」 

インスタ映えするとってもオシャレな写真を撮って楽しん

でいる高校生。横浜、富士山、大宮の大湯祭のダルマ、喜

多院の桜など、SNS を通して日本各地の場所、人、物を世

界中の人たちに発信できます。ぜひ、現地に足を運び、景

色を眺めて、売られている物を手にして、人と触れ合いな

がら「フォトジェニック」を楽しんでほしいそうです。 

 

●個性があふれていたで賞： 

島田 日菜さん（大妻嵐山高等学校 3 年生 埼玉県比企郡 学生部門） 賞金 1 万円 

「Japan’s National Butterfly “Omurasaki”（日本の国蝶「オオムラサキ」）」 

日本の国蝶の「オオムラサキ」は、1956 年に 75 円切手の

デザインに採用され、その後、国蝶となりました。「オオム

ラサキ」が幼虫からさなぎになり、そして成虫になる様子

を体でおもいきり表現し、「オオムラサキ」の優美な姿と生

きる強さについて語ってくれました。 

 

■川越市オリンピック室から 2020 年に向けて川越市の取り組み発表と 

アクティビティはヒッポファミリークラブの皆さんによるじゃんけんゲーム！ 

オープニングは小江戸川越観光親善大使の阿里耶さんと Speak UP Radio のパーソナリティ

の MJ とアダムが登場！3 人のショートトークから始まり、コンテストの途中では、今回の

コンテストのタイトル「英語で言いたいこと YEAH（言えー）!!!」のかけ声を会場の皆さん

に呼びかけ、会場を盛り上げました。 

出場者 19 組の発表が終わり、休憩後には民族衣装を身にまとったヒッポファミリークラブの

皆さんが登壇し、国際交流の体験発表と会場を巻き込んだアクティビティ・じゃんけんゲー

ムが行われました。その後、川越市オリンピック大会室から、2020 年東京大会の概要と川越

市の取り組みについて分かち合われました。 

 

 

 

 

 

観覧者の皆さんからは、「私も英語を話せるようになりたい」「学生のレベルの高さに驚きま

した」「川越の方たちの本気の気持ちが伝わってきました」といったお声を頂きました。



■アンケート：別紙参照 

■ メディア掲載 

＜事前＞ TV1 件、新聞 6 件、雑誌１件、WEB14 件、地域情報紙 3 件（計 25 件） 

日にち 媒体名 媒体 部数等 

4/3(火） 川越経済新聞 WEB  

4/5(木） J:com チャンネル デイリーニュース TV  

4/18(水） 朝日新聞埼玉版マリオン 新聞 約 52 万部 

4/19(木） 埼玉新聞 新聞 約 12 万部 

4/27(金) ショッパー（川越中央、坂戸・鶴ヶ島） 地域情報誌 約 10 万部 

5/9(水) 公募ガイド（6月号） 雑誌 約 10 万部 

5/28(月)  いこーよ、ことさが（イベント情報サイト） WEB  

5/29(月)  

EventBank（イベント情報サイト）より Yahoo!ロ

コ、朝日新聞デジタル、BIGLOBE 旅行、パナソニ

ックおでかけ旅ガイド、日本旅行、ニコンスポッ

トリサーチ、J:comZAQ おでかけガイド、大東建

託進化する暮らし、ウォーカープラス、ロコナビ

へ掲載 

WEB  

5/29(火） 毎日新聞 埼玉版 新聞 約 23 万部 

6/1(金) 登竜門 WEB  

6/25(金) 広報川越 情報アラカルト 地域情報誌 約 16 万部 

6/26(火) 朝日新聞 埼玉版(西部） 新聞 約 52 万部 

6/28(木) 日刊工業新聞 新聞 約 3万 9千部 

6/29(金) 川越専科 地域情報紙  

7/3（火） 朝日新聞 埼玉版(東部) 新聞 約 52 万部 

 

＜開催後＞ TV1 件、新聞 1件、WEB2 件、地域情報誌 1件（計 5 件） 

日にち 媒体名 媒体 部数等 

7/10(火) J:com チャンネル デイリーニュース TV  

7/13(金) カワゴエ・マスメディア（前編） WEB  

7/14(土) 埼玉新聞（県北・県西） 新聞  

7/17(火) カワゴエ・マスメディア（後編） WEB  

8/10(金) ショッパー(川越中央、坂戸・鶴ヶ島) 地域情報誌 約 10 万部 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←2018 年 4 月 27 日（金） 

ショッパー（川越中央・ 

坂戸・鶴ヶ島） 

↓2018 年 4 月 19 日（木）埼玉新聞 

←2018 年 4 月 18 日（水）朝日新聞（埼玉マリオン） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓2018 年 5 月 9 日（水）公募ガイド 

↓2018 年 5 月 29 日（火）毎日新聞（埼玉版） 

↓2018 年 6 月 26 日（火）朝日新聞 

↓2018 年 6 月 29 日（金）川越専科 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓2018 年 6 月 28 日（木）日刊工業新聞 

↓2018 年 8 月 10 日（金）ショッパー(川越中央、坂戸・鶴ヶ島) 


